
（1） 平成２５年３月　　第６１号

甲府市
農業委員会だより

発行

住所

電話

編集

甲府市農業委員会

〒４００-８５８５

山梨県甲府市相生二丁目１７番１号

甲府市役所相生仮本庁舎

０５５−２３７−１１６１（内線４０８３）

０５５−２３７−５８９２（直通）

甲府市農業委員会だより

編集委員会

− おもな内容 −
ページ

○ 農業委員会活動報告ほか 	 ２

○ 甲府市農業賞の表彰ほか 	  ３

○ 普及センターコーナー 	  ４

○ 農業委員エッセイ農感記 	  ５

○ 賃借料情報、新庁舎業務ほか 	  ６

第６１号

（菜の花プロジェクト：帯那地域）

（小正月行事：下向山町）



（2）平成２５年３月　　第６１号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

先
進
地
視
察
研
修（
長
野
県
）

松
本
市
農
業
委
員
会
及
び

旧
四
賀
村
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

　
昨
年
11
月
９
日
に
、
松
本
市

農
業
委
員
会
に
て
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
松
本
市
で
は

新
規
就
農
支
援
に
つ
い
て
、
研

修
用
農
地
・
農
業
機
械
の
無
償

貸
与
、
さ
ら
に
生
活
資
金
の
支

援
な
ど
、
独
自
の
支
援
体
制
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
23
年
11
月

に
は
「
第
14
回
全
国
農
業
担
い

手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
長
野
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
耕
作
放

棄
地
対
策
に
つ
い
て
も
、
そ
ば

オ
ー
ナ
ー
制
度
始
め
各
種
の
事

例
が
あ
り
、
各
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
研
修
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
四
賀
村
の
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
は
有
機
農
業
を
推

進
す
る
、
ゆ
う
き
の
里
づ
く
り

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
全
国
農

林
水
産
大
臣
賞
の
受
賞
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
の
施
設
見
学
や
、
運
営
管
理

に
つ
い
て
、
研
修
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
経
営
局
長
等
と

の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
10
月
19
日
に
、
東

京
都
の
農
林
水
産
本
省
内
会
議

室
に
お
い
て
、
全
国
の
農
業
委

員
会
代
表
者
が
出
席
し
て
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
水
省
か
ら
の
提

案
を
受
け
、
全
国
農
業
会
議
所

が
、
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
東

海
・
近
畿
、
中
四
国
の
、
各
地

域
か
ら
、
代
表
者
を
７
人
選
出

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
東
地
域
の
代
表
者
の
一
人

と
し
て
、
本
農
業
委
員
会
の
塩

野
会
長
が
、
そ
の
重
責
を
担
っ

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
国
の
政
策
検
討
に
資

す
る
た
め
農
業
委
員
会
の
立
場

か
ら
、農
地
利
用
集
積
の
課
題
、

遊
休
農
地
防
止
策
、
遊
休
農
地

解
消
の
課
題
、不
在
地
主
対
応
、

農
地
情
報
の
収
集
方
法
な
ど
の

項
目
を
議
題
と
し
て
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
研
修
等

　
毎
月
の
総
会
・
農
地
調
査
、

運
営
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・

編
集
委
員
会
な
ど
各
会
議
、
農

地
管
理
及
び
農
地
の
利
用
集
積

業
務
の
他
に
、
次
の
研
修
や
行

事
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○�

10
月
５
日
・
甲
府
市
役
所
相

生
仮
本
庁
舎

　�

埼
玉
県
川
越
市
農
業
委
員
会

視
察
対
応

○�

10
月
11
日
・
甲
府
市
役
所
市

長
会
議
室

　
次
年
度
へ
の
市
建
議
書
提
出

○�

10
月
29
日
・
東
京
都
慶
山

　�

農
業
委
員
会
会
長
、
女
性
委

員
等
会
議

○�

11
月
６
日
・
か
い
て
ら
す
・

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
地
区
別
農
業
委
員
研
修
会

○�

11
月
７
日
・
ア
イ
メ
ッ
セ
山

梨
　
農
地
利
用
集
積
推
進
大
会

○�

11
月
28
日
・
か
い
て
ら
す
・

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

○�

12
月
５
～
６
日
・
東
京
都

　
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
等

　
特
別
研
修
会

○�

１
月
19
日
・
県
立
文
学
館

　�

や
ま
な
し
農
業
・
農
村
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

○�

１
月
23
日
・
甲
府
市
南
部
市

民
セ
ン
タ
ー

　�

愛
知
県
犬
山
市
農
業
委
員
視

察
対
応

  

Ｊ
Ａ
甲
府
市
本
店
・

　

 

ア
ル
プ
ス
通
り
支
店
竣
工

　
Ｊ
Ａ
甲
府
市
で
は
、
旧
飯
田

支
所
、
旧
貢
川
支
所
、
旧
池
田

支
所
の
３
店
舗
を
集
約
し
、
本

店
機
能
も
移
転
し
、「
本
店
・

ア
ル
プ
ス
通
り
支
店
」と
し
て
、

平
成
24
年
11
月
26
日
に
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

住
所
　
下
飯
田
３
ー
５
ー
12

本
店
℡ 

0
5
5
‐
2
2
3
‐
9
6
0
0

支
店
℡ 

0
5
5
‐
2
8
8
‐
8
7
0
0

農
業
委
員
会
活
動
報
告
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甲
府
市
農
業
賞

　
東
光
寺
町
　
松
永
久
造
さ
ん

　
平
成
24
年
度
の
甲
府
市
農
業

賞
は
、
東
光
寺
３
丁
目
の
松
永

久
造
さ
ん
で
す
。
11
月
３
日
開

催
の
第
39
回
甲
府
市
農
林
業
ま

つ
り
式
典
に
お
い
て
、
直
接
、

宮
島
甲
府
市
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
永
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
代

に
い
ち
早
く
ブ
ド
ウ
専
業
農
家

へ
切
り
替
え
、
大
手
企
業
と
の

出
荷
体
制
を
確
立
す
る
な
ど
、

地
域
ブ
ド
ウ
産
地
の
興
隆
に
尽

力
さ
れ
て
き
た
多
大
な
功
績
に

対
し
て
、
栄
誉
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
農
業
研
修
生
の
受
け
入

れ
に
も
、
ご
協
力
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
本
市
農
業
の

発
展
に
、
ご
指
導
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

関
東
農
政
局
長
賞

帯
那
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会

　
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
表

紙
写
真
）
等
を
推
進
し
て
い
る

帯
那
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会

（
末
木
英
明
会
長
）
は
、
平
成

24
年
度
の
豊
か
な
む
ら
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
で
、
関
東
農
政

局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

協
議
会
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
と
交
流
活
動
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
、
景
観
維
持

活
動
や
農
業
体
験
活
動
を
実

施
。
菜
の
花
を
栽
培
し
、
菜
種

油
も
作
っ
て
い
ま
す
。「
那
種

油
」
の
名
称
を
付
け
、
１
本

２
０
０
ｇ
で
１
２
０
０
円
で

す
。
販
売
は
県
内
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
や
ア
マ
ノ
パ
ー
ク

ス
竜
王
店
で
、
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞

　
増
坪
町
　
萩
原
　
斉
さ
ん

　
県
花
き
園
芸
組
合
連
合
会
主

催
の
平
成
24
年
度
山
梨
県
花
き

品
評
会
が
、
11
月
21
日
に
ラ
ザ

ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双
葉
店
で
開
か

れ
、
萩
原
斉
さ
ん
の
シ
ン
ビ

ジ
ュ
ー
ム
（
舞
う
さ
ぎ
）
が
、

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
同
連
合
会
に

加
盟
す
る
県
内
の
花
き
栽
培
農

家
が
、シ
ク
ラ
メ
ン
や
洋
ラ
ン
、

バ
ラ
な
ど
計
１
１
３
点
を
出
品

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
西
下
条
町
の
鷹
野
充
さ
ん
と

父
の
正
幸
さ
ん
、
妻
の
由
美
さ

ん
は
、平
成
24
年
11
月
５
日
に
、

甲
府
市
農
業
セ
ン
タ
ー
で
家
族

経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
家
族
経
営
協
定
は
、
農
事
と

家
事
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

作
業
分
担
を
始
め
、
労
働
時
間

や
給
料
、
安
全
対
策
な
ど
、
健

全
な
農
業
経
営
に
向
け
取
り
決

め
を
行
う
も
の
で
す
。
鷹
野
さ

ん
の
家
族
経
営
協
定
は
、
本
市

で
36
家
族
目
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
不
十
分
な
老
後
の
家

計
費
を
、
農
業
者
が
年
金
の
形

で
受
給
で
き
る
よ
う
設
け
ら
れ

た
、
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

○�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
、
年
間
60
日
以
上
農
業
従

事
、
20
歳
～
60
歳
未
満
の
農

業
者
で
あ
れ
ば
、
後
継
者
や

配
偶
者
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。

○�

終
身
年
金
で
一
生
涯
受
給
さ

れ
ま
す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金

が
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

○�

積
み
立
て
方
式
で
、
保
険
料

が
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千

円
の
間
で
自
由
に
設
定
で
き

ま
す
。

○�

支
払
い
保
険
料
は
全
額
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
問
）
農
業
委
員
会

℡
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
８
９
２

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

家
族
経
営
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
に

　

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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鳥
害
は
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
利

用
に
よ
り
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
設
置
労
力
お
よ
び

コ
ス
ト
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

広
く
利
用
さ
れ
る
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
山
梨
県
総
合
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
に
代
わ
る
鳥
害
防
止
技

術
を
実
証
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

　
従
来
は
、
カ
ラ
ス
の
目
に
付

き
や
す
い
光
沢
の
あ
る
ワ
イ
ヤ

を
張
り
巡
ら
し

て
カ
ラ
ス
の
飛

来
を
防
ぐ
手
段

が
講
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
逆

に
カ
ラ
ス
に
見

え
に
く
い
極
細

の
つ
や
消
し
黒

色
ワ
イ
ヤ
を
用

い
る
こ
と
で
、
カ

ラ
ス
が
接
触
す

る
怖
さ
を
知
り
、

近
づ
か
な
く
な

る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
支
柱
に
つ
や

消
し
黒
色
で
太
さ
〇
．
三
㎜
の

ス
テ
ン
レ
ス
ワ
イ
ヤ
を
高
さ

一
．
七
ｍ
、
二
．
五
ｍ
間
隔
の

格
子
状
（
ブ
ド
ウ
棚
の
支
柱
間

隔
と
ほ
ぼ
同
等
）
に
張
る
こ
と

で
、
カ
ラ
ス
の
視
認
性
を
低
下

さ
せ
、
ワ
イ
ヤ
へ
の
衝
突
を
誘

発
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
や
消
し
黒
色
極
細

ワ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
園
内
に
侵
入
さ
れ
て
も
、

ワ
イ
ヤ
下
で
の
カ
ラ
ス
の
滞
在

時
間
は
大
幅
に
減
少
す
る
た

め
、
被
害
に
は
結
び
つ
き
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
技
術
を
利
用
す

る
際
に
は
次
の
よ
う
な
留
意
点

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

①�

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ボ

ソ
ガ
ラ
ス
以
外
の
鳥
類
に
は

効
果
が
期
待
で
き
な
い
。

②�

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
等
の
畑
地

で
利
用
す
る
場
合
は
畑
の
周

囲
に
垂
直
な
防
鳥
ネ
ッ
ト
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

③�

極
細
黒
色
ワ
イ
ヤ
は
人
間
に

も
見
え
に
く
く
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
で
あ
る
た
め
、
人
間
が

接
触
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

④�

こ
の
技
術
は
ブ
ド
ウ
棚
、
畑

作
物
を
想
定
し
た
も
の
な
の

で
、
立
木
果
樹
の
場
合
は
ワ

イ
ヤ
設
置
高
さ
、
設
置
方
法

等
未
解
決
事
項
が
多
く
、
現

状
で
は
利
用
が
難
し
い
。

　
昨
年
の
ブ
ド
ウ
生
産
は
全
般

的
に
順
調
に
進
み
、
作
柄
は
良

好
で
し
た
。
し
か
し
、
べ
と
病

は
五
月
上
旬
の
連
続
降
雨
が
初

期
の
感
染
を
助
長
し
た
こ
と

で
、
例
年
よ
り
も
発
生
時
期
が

早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
作
に

向
け
た
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
防
除
暦
で
は
、
べ
と
病
の
防

除
時
期
は
五
月
上
旬
（
展
葉
五

～
六
枚
）
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
は
生
育
初
期
が
低

温
・
多
雨
で
経
過
し
た
た
め
に

生
育
が
遅
れ
気
味
と
な
り
、
散

布
時
に
は
す
で
に
感
染
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
べ
と
病
に
対
す
る
新
規
薬
剤

は
数
種
類
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
ブ
ド
ウ
の
み
の
登
録
で
、

立
木
類
に
は
登
録
が
な
い
た

め
、
飛
散
防
止
対
策
か
ら
防
除

暦
へ
の
採
用
を
控
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
は
五
月
の

天
候
不
順
の
影
響
か
ら
、
べ
と

病
が
発
生
す
る
事
例
が
多
く
、

防
除
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
新
し
い
防
除
暦

に
は
、
生
育
初
期
か
ら
の
安
定

し
た
防
除
を
目
的
と
し
て
、
近

隣
に
立
木
類
が
な
い
園
で
は
ラ

ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
使
用
す

る
よ
う
注
意
事
項
欄
に
記
載
さ

れ
ま
し
た
の
で
予
防
散
布
の
徹

底
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
甲
府
市
を
含
め
栽
培

面
積
が
拡
大
し
て
い
る
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
導
入
当
初

よ
り
黒
と
う
病
の
発
生
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
他
品
種
に
比

べ
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
防

除
暦
か
ら
、
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
散
布
後
二
週
間
以
上
あ
け

て
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
、
加

用
石
灰
硫
黄
合
剤
を
散
布
す
る

か
、
ま
た
は
三
回
に
分
け
て
石

灰
硫
黄
合
剤
散
布
後
に
二
週
間

以
上
あ
け
て
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
散
布
し
、
さ
ら
に
二
週
間

以
上
あ
け
て
、
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ

水
和
剤
を
散
布
す
る
防
除
体
系

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
種
的
な
対
策
と
し

て
、
罹
病
し
た
結
果
母
枝
や
巻

き
ヒ
ゲ
な
ど
は
剪
除
し
て
、
圃

場
外
へ
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
展
葉
初
期
に
は
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散

布
す
る
と

と

も

に
、

こ
の
時
期

以
降
病
斑

の
見
ら
れ

る
新
梢
や

葉
は
除
去

し
、
圃
場

外
へ
持
ち

出
す
こ
と

で
、
黒
と

う
病
の
防

除
を
徹
底

し
て
下
さ

い
。

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課)

☎
０
５
５
１
‐
２
３
‐
３
２
９
１

ブドウ園における現地試験の様子

黒とう病の枝病斑

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

ブ
ド
ウ
の
病
害
防
除
に
つ
い
て
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な
つ
か
し
い
風
景

和
戸
町
　
　
寉
田
　
勝

　
市
の
東
部
に
位
置
し
、
す
ぐ

の
東
ど
な
り
が
石
和
温
泉
郷
で

あ
る
。
ぶ
ど
う
の
露
地
栽
培
で

は
、
県
下
一
の
早
場
地
帯
で
あ

る
。
今
で
こ
そ
果
樹
百
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年

代
ま
で
は
、
米
麦
の
二
毛
作
を

主
と
し
て
い
た
。

　
十
一
月
頃
収
穫
し
た
米
の
掛

干
し
の
下
に
麦
の
種
を
ま
き
、

一
月
か
ら
二
月
霜
の
降
り
る
時

期
に
麦
踏
み
を
す
る
。
芽
を
増

や
す
株
分
け
等
の
為
の
作
業
で

あ
る
。
五
月
に
は
見
事
な
麦
穂

と
な
り
収
穫
す
る
。

　
麦
を
刈
っ
た
田
に
は
、
ピ
ン

ク
一
色
の
レ
ン
ゲ
畑
が
現
わ
れ

る
。
又
ま
わ
り
の
畑
に
は
、
菜

の
花
、桃
の
花
も
同
時
に
咲
き
、

今
で
も
心
に
残
る
美
し
い
風
景

と
な
る
。
田
は
レ
ン
ゲ
草
と
共

に
耕
さ
れ
、
水
が
ひ
か
れ
田
植

が
一
斉
に
は
じ
ま
る
。
九
月
頃

ま
で
は
、
緑
の
海
原
の
よ
う
な

景
色
が
続
く
。
農
家
の
人
々
の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
、
再

び
見
事
な
稲
穂
と
な
り
、
収
穫

し
、
脱
穀
し
て
一
年
の
サ
イ
ク

ル
が
終
る
。
こ
の
合
間
に
は
小

規
模
で
あ
る
が
養
蚕
も
し
た
。

桑
の
実
の
甘
さ
を
思
い
出
す
。

私
が
子
供
の
頃
の
あ
た
り
ま
え

の
風
景
で
あ
っ
た
。
こ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
の
様
な
美
し
い
四
季
の

移
り
変
り
を
肌
で
感
じ
て
い
た

よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。
今
の
子

供
達
に
残
せ
な
か
っ
た
事
は
残

念
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
と
共

に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
代
り
、
当
時
と
は
比
べ
様
の

な
い
豊
さ
と
、
便
利
さ
を
手
に

入
れ
た
。
今
の
子
供
達
が
、
ど

ち
ら
を
選
ぶ
の
か
は
計
り
知
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
最
近
昔
の
生
活
を
見
直
し
、

現
代
に
生
か
そ
う
と
す
る
試
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。
和
戸
町
で

は
、
自
治
会
の
方
々
の
努
力
に

よ
り
、
三
十
年
ぶ
り
に
獅
子
舞

い
が
復
活
し
、
道
祖
神
祭
り
で

披
露
さ
れ
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
甲
運
地
区
も
住
宅
の
増
加
に

加
え
、
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
環

状
線
が
、
南
側
に
は
東
西
に
和

戸
竜
王
線
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
農
業
環
境
も
大
き
く
変
り
、

農
地
も
減
る
一
方
で
あ
る
。
こ

の
先
ど
の
様
に
な
る
の
か
は
、

予
測
も
つ
か
な
い
が
、
地
域
が

す
こ
し
で
も
よ
く
な
る
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

孫
の
夜
泣
き
に
思
う

西
油
川
町
　
　
西
名
　
武
洋

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
我
が
家

は
賑
や
か
で
あ
る
。
一
歳
を
過

ぎ
た
孫
の
成
長
は
、
ま
さ
に
目

に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
の
言
葉

通
り
だ
。
た
だ
夜
泣
き
は
、
い

か
に
疲
れ
て
寝
て
い
て
も
気
に

な
る
。心
配
性
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
目
が
覚
め
、
年
明
け
早
々
の

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
人
質
事
件
等
、

世
の
中
の
不
安
要
因
は
世
界
中

に
共
通
し
て
心
配
さ
れ
る
。

　
次
世
代
に
対
し
一
千
兆
円
も

の
借
金
は
、
問
題
先
送
り
も
国

民
性
か
と
世
界
に
誤
解
を
与
え

る
。
子
や
孫
は
か
わ
い
い
が
、

次
世
代
へ
の
こ
の
無
責
任
さ
は

何
な
の
か
。
平
成
も
四
半
世

紀
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
教
訓
を
生

か
せ
ず
最
低
限
必
要
な
改
革
も

怠
る
。
我
身
を
振
り
返
り
、
自

分
も
同
様
か
と
自
嘲
し
き
り
で

あ
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
近
所
の
景
色
が

様
変
り
し
、
新
興
住
宅
の
建
設

で
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
ま
っ

た
く
見
え
ず
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
試
合
で
届
く
喚
声
に

も
一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
る
。

優
良
農
地
の
減
少
は
頭
痛
の
種

で
あ
る
。
幸
か
不
幸
か
経
済
の

低
迷
が
若
者
の
農
業
見
直
し
に

繋
が
り
、
団
塊
世
代
の
就
農
と

農
地
銀
行
推
進
委
員
の
奮
闘
で

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
農
業
法
人
の
合
同
就

農
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、
求
人
数

の
三
倍
以
上
の
百
七
十
名
が
来

場
し
た
そ
う
だ
。
女
性
の
参
画

で
六
次
産
業
化
が
進
展
、
直
売

所
に
代
表
さ
れ
る
元
気
な
農
業

は
、
日
本
農
業
再
生
の
起
爆
剤

と
な
る
だ
ろ
う
。
お
蔭
様
で
、

私
も
や
る
気
を
維
持
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
折
、
国
の
有
り
方
を

問
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
農
業
団
体

は
総
決
起
で
反
対
し
て
い
る
。

過
去
に
も
農
業
に
は
黒
船
が
押

し
寄
せ
た
が
、
今
回
は
国
益
そ

の
も
の
が
問
わ
れ
て
お
り
、
農

業
は
そ
の
一
部
分
で
あ
る
。
国

の
存
続
な
く
し
て
農
業
の
存
続

は
な
い
。
反
対
運
動
以
上
に
農

業
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
過
去
に
は
輸
入
サ
ク

ラ
ン
ボ
問
題
を
乗
り
越
え
、
施

設
化
と
観
光
農
業
を
確
立
し

た
。
日
本
国
と
農
業
人
の
知
恵

と
潜
在
能
力
、
そ
し
て
覚
悟
が

試
さ
れ
て
い
る
。
孫
の
笑
顔
を

見
る
度
に
、
優
し
い
爺
ば
か
り

で
は
い
ら
れ
な
い
。

農
業
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記
第
二
十
九
集
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平
成
23
年
１
月
か
ら
24
年

12
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）

さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃

借
料
水
準
は
、
左
記
の
と
お

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
貸

借
を
行
う
際
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
１
　
デ
ー
タ
数
は
、
集
計
に

　
　
用
い
た
筆
数
で
す
。

※
２
　
金
額
は
、
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
て
１
０
０
円

単
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
３
　
表
中
の
数
値
は
、
平

均
額
＋－
70
％
を
逸
脱
す
る

デ
ー
タ
は
除
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
開
始
５
月
７
日
（
火
）

　
丸
の
内
一
丁
目
18
‐
１

　
農
業
委
員
会
及
び
農
政
課
の

農
業
セ
ン
タ
ー
係
以
外
は
、
新

庁
舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
移
転
時
か
ら
、
農
政

課
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

　
農
政
課
　
農
業
振
興
係

（
新
）
℡
０
５
５
‐
２
９
８
‐
４
８
３
３

　
次
の
３
地
域
毎
に
、
12
月
28

日
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

順
次
更
新
さ
れ
る
も
の
で
す
。

・
北
部
山
付
東
部
果
樹
地
域

・
南
部
平
坦
地
域

・
中
道
上
九
一
色
地
域

（
問
）
℡
０
５
５
‐
２
４
２
‐
２
６
６
１

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村

が
も
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・

洪
水
の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や

崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
深
刻

な
状
況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で

の
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
、

多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
協
定
書
提
出

期
限
は
、
６
月
30
日
で
す
。

　
協
定
を
希
望
さ
れ
る
対
象
の

皆
さ
ん
は
、
農
政
課
へ
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
平
成
24
年
度
実
績

協
定
名
…
平
瀬
町
ほ
か
８
集
落

協
定
参
加
者
…
１
３
３
名

協
定
農
用
地
…
急
・
緩
傾
斜

協
定
面
積
…
２
７
７
，２
６
０
㎡

交
付
金
額…

２
，７
９
０
，４
９
７
円

（
問
）
農
政
課
　
農
業
施
設
係

℡ 

０
５
５
‐
２
４
２
‐
２
６
６
２

（
注
）
５
月
７
日（
月
）以
降
は
次

の
電
話
番
号
に
変
わ
り
ま
す
。

℡ 
０
５
５
‐
２
９
８
‐
４
８
３
６

 

　
菜
の
花
は
、
３
頁
に
掲
載
し

た
帯
那
地
域
活
性
化
推
進
協
議

会
（
末
木
英
明
会
長
）
で
推
進

し
て
い
る
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
畑
で
す
。

　
小
正
月
行
事
は
、
下
向
山
町

金
沢
地
区
で
毎
年
１
月
14
日
に

子
供
達
が
し
て
い
る
獅
子
舞
い

の
様
子
で
す
。
今
年
は
大
雪
の

中
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
感
記
へ
の
ご
寄
稿
を
始

め
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
紹
介

 

編  

集  

後  

記

甲
府
市
賃
借
料
情
報

市
役
所
新
庁
舎
業
務

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）
作
成

作物区分 甲府市平均
旧甲府市

（平坦地）

旧甲府市

（山間地）
旧中道町

水　稲

平 均 額 １１,８００ １１,１００ １２,５００ １５,５００

最 高 額 ２０,１００ ２０,０００ １４,７００ ２０,１００

最 低 額 ５,１００ ５,１００ ８,０００ ７,１００

データ数 １５９ １２２ １９ １８

野　菜

平 均 額 １１,０００ １２,２００ ー ９,３００

最 高 額 ２０,８００ ２１,６００ ー １７,２００

最 低 額 ３,８００ ４,６００ ー ３,８００

データ数 １７０ １０４ ー ６６

果　樹

平 均 額 １９,１００ ２０,９００ １３,１００ １６,４００

最 高 額 ３５,０００ ３６,１００ ２８,３００ ２５,０００

最 低 額 ７,４００ ７,４００ ７,５００ ７,７００

データ数 ２４２ １７４ ２９ ３７

（円／１０a当たり）


